
                           

 

 

             学 長 定 例 記 者 会 見  要 項   

 

 

日  時： 平成２７年１月１４日（水） １１：００～１１：３０ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 

 

 

    発 表 事 項   

１．「東北野生動物管理研究交流会 in やまがた」を開催します 

２．山形大学学生の継続的被災地復興支援活動「浦戸諸島桂島観光再生ツアー」 

参加者募集！ 

３．平成２７年度大学入試センター試験の取材について 

 

 

  お 知 ら せ   

１．第 4回やまがた教員養成シンポジウムの開催 

２．人文学部国際学術講演会「共振する東アジア４台湾近代教育の展開と日本」の開催  

３．農学の魅力を発信！３大学合同のパンフレットを作成しました 

４．グリーンマテリアル成形加工研究センター設立国際シンポジウム＆山形大学次世代

自動車用プラスチック素材研究センター国際シンポジウムについて  

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２７年１月２７日（火）１１：００～１１：３０ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス、事務局４階） 



 

                                  

プレス発表資料                 

 
                                   平成２７年１月１４日 

山 形 大 学 

「東北野生動物管理研究交流会 in やまがた」を開催します ! 

山形大学YU-COE(C)新規採択事業である「人口減少社会適合型野生動物管理システム創

成拠点」のキックオフイベントとして、東北各地で深刻化する野生動物問題の解決に向けた

科学・技術・政策の課題を、産官学のそれぞれの立場から議論することを目的とした研究交

流会を3月7日に小白川キャンパスにて開催します。 

【 開催目的 】 

野生動物によってもたらされる農業被害や生活被害は、深刻な社会問題として広く認識され

るようになりました。本県においても、野生鳥獣による農作物被害額は年間６億円（平成25

年度）を越えており、人身被害も発生しています。これら問題の主因として、野生動物の個体

数増加と同時に、農村やその周辺域における急速な人口減少（＝生業・集落活動の空白化）が

考えられます。そのため、人口減少率が高い東北地方において、縮小社会に適応した新たな野

生動物管理システムの構築が今まさに求められています。この研究交流会では、東北各地の昨

今の取り組み事例から課題を整理し、問題解決に向けた産官学の役割について議論します。 

【 実施概要 】 

 日時場所：3月7日（土）10:30～ 山形大学小白川キャンパス ※詳細は別添チラシ参照 

 参集範囲：行政職員、大学・研究機関、民間団体、関連企業、一般市民 

 実施体制：主催 当該創成拠点、共催 福島大学、後援 山形県 

 

人口増加社会

人口減少社会

 

 

 
（お問合せ先） 

農学部 准教授 江成広斗 

電話 0235-28-2925 

E-mail: enari@tds1.tr.yamagata-u.ac.jp 

「人口減少社会適合型 

野生動物管理システム創成拠点」が目指すもの 

未曾有の人口減少時代に足を踏み入れた日本、特に

その中でも人口減少率の高い東北地方において、

「人口（＝担い手）が確保できる」ことを前提とし

た従来の野生動物の管理政策は行き詰まりつつあ

ります。人口減少社会における人と野生動物との

「共存」とは何か？ 本拠点では、野生動物の視点

と、地域社会の視点の双方から、この難問に答える

ための科学・技術・政策の創出に挑んでいます。 



ポスター発表 募集中！ 2015年2月20日（金） 締切

参加をご希望される方は、FAX（電話対応不可）またはE-mailにてお申込み
下さい。詳細は裏面をご参照ください。
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2015.3.7 ( Sat. )

10:30～17:00 (10:00開場)

山形大学 (小白川キャンパス)

基盤教育2号館2階222番教室

【主催】山形大学 YU-COE(C)人口減少社会適合型野生動物管理システム創成拠点研究交流会実行委員会
【共催】福島大学 【後援】山形県

【研究交流会実行委員】山形大学：玉手英利・林田光祐・江成広斗（拠点代表）、東北野生動物保護管理セン
ター：宇野壮春、福島大学：奥田圭、野生動物調査団：江成はるか（事務局）、奥田加奈
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プログラム
・トークセッション / 事例紹介 (ポスター展示)

・話題提供 『人口減少社会における新たな農村計画』
・討論会 ： 南東北の鳥獣管理の現状と課題
・懇親会 (17:30～)

入場無料
定員150名

要申込：2015.2.20締切

事例紹介の
発表者募集
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野生動物によってもたらされる産業・生活基盤への影響は、深刻な社会
問題として広く認識されるようになりました。これら問題の主因として、野
生動物の個体数の増加と同時に、農村やその周辺域における急速な人
口（＝担い手）の減少が考えられます。そのため、人口減少率が高い東
北において、縮小社会に適応した新たな野生動物管理システムの構築
が今まさに求められています。この研究交流会では、東北各地の昨今の
取り組み事例から課題を整理し、問題解決に向けた産官学の役割に
ついて議論していきます。

トークセッション （10:30～12:00）

野生動物管理における課題
ー 研究・民間・行政の立場から ー

江成広斗 (山形大学)

丸山哲也 (栃木県林業センター)

講演者

宇野壮春 (東北野生動物保護管理センター)

事 例 紹 介 （12:00～14:00）

ポスター展示
事例紹介の発表者募集中！

・鳥獣対策の事業紹介や事例報告

・野生動物の問題解決に向けた地域づくり

発表例

・野生動物の生態に関する基礎・応用研究

※発表を希望される方は、下記連絡先からお申込み
下さい。ポスターのサイズおよび枚数は自由です（事前
にご連絡ください）。話 題 提 供 （14:00～15:00）

人口減少社会における
新たな農村計画

林直樹

講演者

(東京大学, 国土利用再編研究所)

討 論 会 （15:10～16:55）

南東北の現状と課題
各県による話題提供

山形県・宮城県・福島県

討論および質疑応答懇 親 会 （17:30～19:30）

参加者の皆様と交流しませんか！
立食形式・会費制（2000円程度：後程提示します）

※事前申込が必要です

2015.3.7(sat.) 10:00開場

山形大学基盤教育2号館2階222番教室
※事例紹介・懇親会は理学部1号館13番教室にて実施

山形駅より徒歩約30分。アクセス方法の詳細は
山形大学HPをご参照ください。

入場無料・定員150名
申し込み期限：2015年2月20日(金)締切

FAX（通話不可）: 0235-28-2925

E-mail: tohoku.wildlife@gmail.com

申し込み方法：FAX（電話対応不可）またはE-mailにてお申込み下さい。
お申込みの際は、氏名・所属・連絡先・ポスター発表の有無（発表する
際はタイトルと発表者名を記載）・懇親会参加の有無を記載してください。
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                                   平 成 ２ ７ 年 １ 月 １ ４ 日                  

山 形 大 学 

  

山形大学学生の継続的被災地復興支援活動 

参加者募集！ 浦戸諸島桂島観光再生ツアー 
～ ふれあいほっこり 桂島ツアー ～ 

 

◇東日本大震災の被災地塩釜市浦戸桂島の復興支援のため、震災の年から継続し

て4期目の『浦戸諸島桂島観光再生ツアー』を実施します。  

日本三景松島の唯一の有人島である浦戸四島の一つ桂島で、東日本大震災から

力強く復興を始めている桂島のみなさんとお客様との心と心を繋ぎ、参加する全

ての方々の｢笑顔｣を作ることを目的に、山形大学学生有志が実施します。 

桂島特産の牡蠣を取れたてのまま焼き、自分で剥いて食べたり、島をクルーズ

したり、森を散策したり、松島の絶景を海側から堪能したりと、普段の生活の中

ではできない体験を満喫できます。コンビニも、信号もない、心安らぐ海と緑の

自然の中で、取れたてのブランド牡蠣、海苔を、心ゆくまでご堪能ください。 

 

◇日程【第一回】平成27年1月31日（土）～2月1日（日） 

【第二回】平成27年2月28日（土）～3月1日（日） 

参加費：1泊4食付き大人13,600円（小人11,400円） 

行程・内容等：詳細は別添資料参照。 

 

◇本ツアーは、基盤教育科目「現代社会を生き抜くためのプレゼンテーション学」

受講生のうち20名が企画・運営を担当し、「実践的コミュニケーション学」受講

生（本学、東北芸術工科大学、米沢女子短期大学）、本授業のOBOGを加え約70

名の学生が運営協力・広報等のマーケティング活動を担当しています。 

 

◇2011年から継続して浦戸諸島で支援活動を実施していますが、その過程で紡い

だ桂島のみなさんとの深い繋がりから、「浦戸諸島観光再生プロジェクト」が生

まれました。これまで日帰りのものを含め10回のツアーを実施しています。 

 

◇1月18日（日）には、プレイベントとして、震災後4回目になる新春餅つき大会

を開催します。本学周辺の東部地区住民のみなさん、NPO法人山形自立支援創造

事業舎みちのく屋台こんにゃく道場、大曽根餅つき保存会、山形芋煮カレーう

どん寄合のみなさんも参加し、オール山形で桂島のみなさんを応援します！ 

 



 

◇これまでの浦戸諸島での復興支援活動について 

2011年6月18日から、2011年度～2014年度基盤教育科目「実践的キャリア教育

学」「現代社会を生き抜くためのプレゼンテーション学」「実践的コミュニケー

ション学」の受講生を中心に、受講生以外の学生、山形のNPO等（NPO法人ディー

コレクティブ、NPOハーバランス、NPO法人山形自立支援創造事業舎みちのく屋台

こんにゃく道場、大曽根餅つき保存会、NPO法人オープンハウス こんぺいとう）

との協働のもと、山形の地元企業（（有）山形E旅、（株）アイ・エム・シー、

（株）セロン東北、やまがたシティエフエム（株）、ウエブオンライン）の協力

も得ながらこれまで、のべ1,500名以上の学生が復興支援活動に参加しています。 

2012年2月には「浦戸桂島復興連絡協議会」を発足させ、宮城県、塩竃市、東

北大学、一般社団法人e-front、公益財団福祉法人さわやか福祉財団、東北大学、

国連大学等と会議を運営（これまで計33回開催）し、観光再生を含む復興プラン

の策定等を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お問い合わせ＞ 

【授業担当教員】 

エンロールメント・マネジメント部  

教授  福島 真司（ふくしま しんじ） 

（ＴＥＬ）023-628-4061 

（e-mail）shinji-fukushima@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

【学生代表】 

人文部法経政策学科１年 中臺 直人（なかだい なおと） 

（ＴＥＬ）080-1690-2572 

（e-mail）b4u2dx@yahoo.co.jp 
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平成２７年 １月１４日                  

山 形 大 学 

 

 

平成２７年度大学入試センター試験の取材について 
－ 大学入試センター試験の円滑な実施にご協力をお願いします。－ 

 

 

 

◇ 大学入試センター試験の取材につきましては、別添「平成２７年度大学入試

センター試験の取材についてのお願い」のとおりとしますので、取材される

場合は所定の期限までに各試験場担当者に連絡願います。 

 

◇ なお，小白川地区試験場での撮影取材に当たっては、次のことに特にご留意

願います。 

 

 １ １月１７日（土）９時５分からの試験室撮影取材をされる場合は、理学部

１号館１階ホールに８時５５分（時間厳守）までにお集まり願います。 

 

 ２ 車で入構される場合は、大学の南門から入り、所定の報道関係者駐車場（別

紙小白川地区試験場駐車場配置図を参照してください。）に駐車してくださ

い。 

   なお、大学正門は受験生入構のため、車等の乗り入れは禁止となっており

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（お問い合わせ先） 

ｴﾝﾛｰﾙﾒﾝﾄ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部入試課 

   前田・阿部 

電話 023(628)4141 
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平成２７年度大学入試センター試験の取材についてのお願い 
－ 大学入試センター試験の円滑な実施にご協力をお願いします。－ 

 

                                                                    山  形  大  学   

 

１ 報道関係の窓口 

報道関係者への対応は，本学の試験実施本部の広報担当者が行いますので，試験に関する問い合わせ等に 

ついては，エンロールメント・マネジメント部入試課長（☎023-628-4140(直通))へお願いします。 

 

 

２ 試験場での取材 

    試験場での取材は，あらかじめ許可を得てください。 

  取材の際は，各社記者証を提示し，腕章等で報道関係者であることを明示してください。 

 

 

３ 試験室内での撮影 

   試験室内での撮影は，１月１７日（土）のみとし，試験場責任者の指定する職員の立会いのもとで行って 

ください。 

  (1) 大学入試センター試験の撮影については，１月１５日（木）正午（厳守）までに各試験場責任者の了承を

得てください。 

  ・小白川地区試験場責任者  …  小白川キャンパス長 

      （連絡先：小白川キャンパス事務部教務課学務担当☎023-628-4405(直通)） 

    ・工学部試験場責任者  …  工学部長 

      （連絡先：工学部入試担当☎0238-26-3013(直通)） 

    ・県立鶴岡中央高等学校試験場責任者  …  農学部長 

      （連絡先：農学部学務担当☎0235-28-2808(直通)） 

    ・県立新庄神室産業高等学校試験場責任者  …  東北芸術工科大学入試部長 

      （連絡先：東北芸術工科大学入試課長 ☎023-627-2011(直通)） 

  (2) １月１７日（土）は，午前８時５５分まで報道関係者控室等に集合してください。 

  (3) 撮影は，試験場責任者が指定した試験室でのみ許可することとします。 

  (4) 撮影時間は，午前９時５分から１０分以内とします。 

      必ず午前９時１５分には退室してください。 

  (5) 撮影に当たっては，受験者に動揺を与えないよう注意するとともに，試験場責任者の指定する職員の指示

に従ってください。 

  (6) 受験者が特定できるような撮影は，絶対に避けてください。 

(7) 本学が指定する試験室以外の「試験室」及び「試験室のある建物」への立ち入りはできません。 

 

 

４ 障害等のある受験者の取材 

   障害等のある受験者の取材については，あらかじめ本人の了解を得る必要がありますので，試験場責任者の

指示に従ってください。 

 

 

５ 不測の事態発生時の取材について 

    不測の事態が発生して，試験が中止された場合などにおいても，必ず試験場責任者の指定する職員の指示に

従ってください。 

 



 

2 

 

６ 当日の試験実施状況（※）は，以下の時間にエンロールメント・マネジメント部入試課から報道各社へ FAX 

送信予定ですので，円滑な試験実施のため，試験時間中の問い合わせはご遠慮ください。 

発表時間はあくまでも予定ですので，あらかじめご了承ください。 

 

区 分 １月１７日（土） １月１８日（日） 

科 目 地理歴史，公民 国語 外国語 

(筆記) 

外国語 
(ﾘｽﾆﾝｸﾞ) 

理科① 数学① 数学② 理科② 

発表予定 

時間 

13:20 

以降 

16:10 

以降 

18:20 

以降 

13:20 

以降 

16:05 

以降 

17:55 

以降 

（※）志願者数，欠席した者の人数，受験した者の人数をお知らせします。 

 

 

７  問題冊子及び科目別正解の発表 

  (1) 問題冊子は，各試験時間終了後に各試験場で配付します。 

  (2) 正解及び配点は，試験終了後，大学入試センターにおいて，大学入試センターのホームページを通じて発

表します。 
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プレス通知資料               （概 要） 

                               平成２７年１月１４日 

山 形 大 学 

 

＊詳細は別添の資料をご覧ください。 

 

１．第４回やまがた教員養成シンポジウムの開催 

現在、「教員の質の向上」に向けて地域と大学との協同が問われており、これからの大学は、教師

に採用されるまでの学部４年間だけでなく、教育委員会の行う研修や地域の学校改革の動きと協同す

ることで、教職の専門性を生涯にわたって向上させる教師教育機関に転換する必要があります。この

協同の在り方は、日本の教師教育の方向性や、さらには日本の子どもたちの学力形成をも決定づけて

しまう可能性があります。 

大学院教育実践研究科と地域教育文化学部では、公益財団法人やまがた教育振興財団とともに、第

４回の教員養成シンポジウム「学校と大学の協同が生み出す可能性―教職の専門性を開発するー」を

開催し、子どもの学力形成で先進的な福井県の教員研修の在り方や、山形県内での学校改革の動きを

もとに、大学と地域の協同（コラボレーション）について、話し合いたいと思います。 

◆日  時：２月１日（日）１３：００～１６：００ 

◆場  所：山形国際ホテル 

◆内  容：第１部 現職研修における協同  第２部 学校改革における協同 

◆対  象：学生、教職員、一般の方  ※参加費無料 

 

２．人文学部国際学術講演会「共振する東アジア４ 台湾近代教育の展開と日本」の開催 

  人文学部で毎年開催している国際学術講演会では、今回、共振する東アジアシリーズ４回目として、

台湾師範大学及び台湾大学から講師を迎え、「台湾近代教育の展開と日本―植民地統治・旧制高校そ

して現在―」をテーマに開催します。対象は、高校生、学生、一般の方で参加費は無料です。 

当日は、旧制山形高校のパネル展示も行っていますので、是非ご覧下さい。 

◆日  時：２月１１日（水）１３：００～１７：００ 

◆場  所：山形大学小白川キャンパス 人文学部 ３０１講義室 

◆講演内容：「植民地期における近代学校の設立と台湾社会」 

「旧制高等学校及び人材の育成－台北高等学校を中心として」 

「戦後台湾の高等学校における日本語教育」 

 

３．農学の魅力を発信！３大学合同のパンフレットを作成しました 

農学部では、新潟大学農学部、秋田県立大学生物資源科学部と、平成２５年９月に連携協力に関す

る協定を締結し、学生の教育・研究・交流や共同研究などを通じて互いの活動の充実を図ってきまし

た。今回、幅広い農学の特色・魅力を特に高校生や保護者、学校関係者等にアピールし、農学に興味

を持ってもらうとともに、進路選択の参考にしてもらおうと、各大学で行われている研究を紹介した

パンフレットを合同で作成しました。パンフレットは高校訪問時に配付するほか、農学部学務担当窓

口でも配付しています。 



４．グリーンマテリアル成形加工研究センター設立国際シンポジウム＆山形大学次世代自動車

用プラスチック素材研究センター国際シンポジウムについて 

山形大学グリーンマテリアル成形加工研究センターは、平成23年度に設立され、プラスチックやソ

フトマテリアルをはじめとする地球にやさしい新たな機能材料、最先端成形加工技術によりその素形

材を研究・開発することを通して、地域に根ざした新たな「ものづくり」研究拠点を形成することを

目的としています。 

また、今年度新たに設立した「次世代自動車プラスチック素材研究センター」は、次世代の自動車

および移動体車両用のプラスチック・ソフトマテリアル、複合材料に関する新たな機能材料、最先端

成形加工技術によりその素形材を研究・開発することを通して、東北地方、地域に根ざした新たな「も

のづくり」研究拠点形成を目指します。 

両センターのさらなる発展を目指し、二つのセンター合同で、国際シンポジウムを開催します。 

◆日  時：１月２２日(木)〜２４日(土) 

（国際シンポは２３日(９：００－１７：４５)、２４日(９：００－１８：２０)） 

◆場  所：山形大学米沢キャンパス 100周年記念ホール 

◆講演内容：グリーンマテリアルから成形加工、自動車用プラスチック関連まで世界中から多くの

ゲストをお呼びして講演していただきます。 











 

                                 

プレス通知資料 
 

平成２７年１月１４日                  

山 形 大 学 

 

農学の魅力を発信！ 

新潟大学農学部・秋田県立大学生物資源科学部・山形大学農学部による 

合同パンフレットを作成しました！ 

 
新潟大学農学部、秋田県立大学生物資源科学部、山形大学農学部は、幅広い農学

の特色・魅力を発信するため、三大学合同のパンフレットを作成しました。 

 

国立大学法人新潟大学農学部、公立大学法人秋田県立大学生物資源科学部、国

立大学法人山形大学農学部は、平成２５年９月に連携協力に関する協定を締結し、

学生の教育・研究・交流や共同研究などを通じて互いの活動の充実を図ってきま

した。 

 

その一環として、幅広い農学の特色・

魅力を特に高校生や保護者、学校関係者

等にアピールし、農学に興味を持っても

らうとともに、進路選択の参考にしても

らおうと、各大学で行われている研究を

紹介したパンフレットを作成しました。 

 

項目は、「生産に関する研究」・「食

・食品に関する研究」・「環境に関する

研究」の３つに大きく分け、各大学で行

われている研究を写真や図および短い

説明文（キャプション）で紹介し、簡潔

で見やすい内容となっております。 

 

今後は、高校訪問などを通して配布を行っていく予定です。 

なお、本パンフレットは農学部学務担当窓口でも配布しております。 

 

 （お問合せ先） 

農学部企画広報室 

電話 0235-28-2803 





プ レ ス 通 知 資 料                 

 

平成 27 年 1 月 14 日  

                                    山 形 大 学 
 
 

グリーンマテリアル成形加工研究センター設立国際シンポジウム  

＆山形大学次世代自動車用プラスチック素材研究センター 

国際シンポジウムについて 

 

シンポジウムの趣旨 

山形大学グリーンマテリアル成形加工研究センターは、平成 23 年度に設立され、プラスチックやソ

フトマテリアルをはじめとする地球にやさしい新たな機能材料、最先端成形加工技術によりその素

形材を研究・開発することを通して、地域に根ざした新たな「ものづくり」研究拠点を形成するこ

とを目的としています。この度、山形大学グリーンマテリアル加工研究センターが竣工します。 

また、本年度新たに「次世代自動車プラスチック素材研究センター」を設立し、次世代の自動車

および移動体車両用のプラスチック・ソフトマテリアル、複合材料に関する新たな機能材料、最先

端成形加工技術によりその素形材を研究・開発することを通して、東北地方、地域に根ざした新た

な「ものづくり」研究拠点形成を目指します。 

両センターのさらなる発展を目指し、二つのセンター合同で、国際シンポジウムを開催します。 

 

詳細について 

日 時：平成２７年１月２２日(木)〜２４日(土) 

（国際シンポは２３日(９：００－１７：４５)、２４日(９：００－１８：２０)） 

場 所：山形大学米沢キャンパス 100周年記念ホール 

懇親会：２４日 １８：３０－ 第一ホテル東京 米沢にて開催（3000円） 

講演者：大嶋正裕（京都大学、プラスチック成形加工学会会長） 

鞠谷雄士（東京工業大、繊維学会会長）、 

伊藤耕三（東京大学、ImPACTプログラムマネージャー） 

Thomas P Russel（マサチューセッツ大学、Macromoleculesエディタ） 

Meifang Zhu（東華大学、高分子工学部長）など 

主 催：山形大学グリーンマテリアル成形加工研究センター 

山形大学次世代自動車用プラスチック素材加工研究センター（H26年度YU-COE(E)採択） 

山形大学大学院理工学研究科高分子精密加工研究室（伊藤浩志研究室） 
 

詳細は、ウェブサイト http://greenmap.yz.yamagata-u.ac.jp/interc2015.html をご確認ください。 

 

 

＜問合せ先＞ 

山形大学グリーンマテリアル成形加工研究センター 

山形大学次世代自動車用プラスチック素材加工研究センター 

センター長 伊藤 浩志（電話 0238-26-3081） 

 


